国際シンポジウム日本の古地図研究2026
―古地図に見る東西交流―

　この度イムコス (IMCoS: International Map Collectors' Society; 慣例として国際古地図研究協会と和訳) は，2026年秋に日本地図学会 (JCA: Japan Cartographers Association)及び国際日本文化研究センター(日文研)との共催で，第43回国際シンポジウムを東京・京都での二拠点開催することとなりました。
　前回の東京での開催は1998年10月に遡りますが，当時は内外約100名が参加されたらしく，その後アジアでは2018年のマニラ・香港が最後で，コロナ禍の後，同シンポジウムは2021年ブリュッセル，2022年シドニー，2023年ヘルシンキ，2024年はマルタ，2025年9月がアメリカ東海岸のポートランドで開催されています。IMCoSの日本の会員は数名しかいない状況のため会員の勧誘に努めておりますが，日本地図学会のスケールメリットと日文研の文化活動への造詣を享受すべく，共催をお願いさせていただき，様々な方々にご協力いただいて初めて実現の可能性が見えてまいりました。
　IMCoS自体はもともと古地図蒐集家の集まりですが，欧米では古地図研究者も深く関わって頻繁に講演会が催されています。最近では会員の高齢化もあってシンポジウムは80名くらいの規模でしたが，今回は日本での開催ということで100名内外が予想されています。ぜひ多くの研究者の方々にご参加いただき，「古地図に見る東西交流」というテーマで研究発表の場を設け，内外のとくに若手の研究者の方々の交流が深まってゆければと期待いたします。
　会期については2026年11月9日(月)〜13日(金)を予定しております。東京で11月半ばに東京古典会の入札会が開催されるので，その直前の東京・神保町訪問を期すのが蒐集家には喜ばれるでしょう。シンポジウムには東京と京都の古地図を扱う主要古書店にご協力を仰ぐ予定です。
[bookmark: _Hlk183548220]　行程としては，前半2日が東京，移動日を挟んで後半2日が京都を考えており，東京の会場は4月まで未定ですが神田界隈，京都会場につきましては日文研の会議室などの利用をお願いしております。
　講演自体は英語ないし日本語ですが，事前に両言語で論文集を配布する予定で，翻訳ツールの利用も検討しています。演題につきましては17題，初期の東西交流については三浦按針の世界地図，シーボルトやクラプロートの日本地図，イザベラ・バードと日本，日本図研究の進歩については伊能図と赤水図を取り上げ，琉球図や小笠原諸島の古地図や，日本北方図の研究，日本に残る中国図の影響，ゼンリンミュージアムの西洋古版の日本図，世界の日本古地図コレクションについての発表を予定しています。また，古地図コレクションの観覧の場も設けますが，東京では明治大学図書館蘆田文庫，京都では日文研のコレクションの供覧をお願いさせていただいております。
　なお，イムコス本部からの要請により，エクスカーションとして東京では小江戸の風情のある佐原の伊能忠敬記念館とその周辺，京都では芸艸堂での木版摺見学体験と希覯資料の宝庫である奈良の天理図書館の見学を予定しております。また，プレツアーは紅葉の日光観光，ポストツアーは小倉のゼンリンミュージアム様にお願いしてハバード・コレクションを見学させていただき，その晩は別府に一泊し，翌日には地獄めぐりができればと考えております。
　諸学会とも連携し，皆様には万障繰り合わせの上，ぜひご来訪よろしくお願い申し上げます。
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